






昭和 52 年より,公費による先天性代謝異常症の新生児マス・スクリーニングが全国的に実

施されており,厚生省資料によると,昭和 52年度 36名,53年度 155名,54年度 224名,55年

度 183 名,合計 598 名のヒスチジン血症患児が発見されている。我々の調査では,ヒスチジ

ン血症患児には男女差が認められないことより,今後毎年約 100 名の女性のヒスチジン血

症患児が発見されると予想されるが,将来彼女らが生産年令に入った場合,その分娩により

胎児障害が発生するか否かは,きわめて重要な問題となり,それに対する対策を早急にたて

ておく必要があると考えられる。 

今回我々は,子供がヒスチジン血症であり,更に母親もヒスチジン血症であることが発見さ

れた 8家系について調査をおこない,その分娩経過と患児の予後調査より,ヒスチジン血症

母体の危険度と,患児に対する影響の有無について検討したので報告する。 


